
１　教育目標

２　学校経営方針

３　重点目標

４　自己評価

児 童
生 徒

保護者 教職員

教 育 目 標 教育目標を達成している 95% 95%

学 校 の 雰 囲 気 明るく楽しい雰囲気である 94% 94% 89%

組 織 運 営 校務分掌は責任体制が明確で、適切に機能している 100%

業 務 の 改 善 校務の縮減・効率化等、業務の改善を推進している 95%

ルールやマナーを身に付けている 95% 90% 58%

挨拶をよくしている 91% 87% 42%

「あ・は・は運動」を知っている（小学校のみ） 88% 89% 95%

教職員は悩みや相談に親身に対応している 94% 91% 100%

いじめ防止対策 学校はいじめ防止のための対策をとっている 92% 84% 100%

人 権 教 育 生命や人権を尊重しようとする心が育っている 97% 86% 74%

平 和 教 育 平和の大切さを感じ、その思いを発信しようとしている 93% 92% 84%

特 別 支 援 教 育 学校は教育的ニーズに応じた教育を行っている 95% 89% 95%

読 書 活 動 児童は、よく本を読んでいる

特 色 あ る
学 校 づ く り

伝統や校風、地域の実態に即した教育を行っている 95% 95%

わかりやすい授業を行っている 94% 94% 100%

家庭学習の習慣が身に付いている 93% 75% 68%

将来の自立に向けて適切に指導している 93% 91% 100%

長崎のまちや自分の住んでいる地域が好きである 95%

○人とのつながりを大切にした学校教育は、教
職員89％、保護者92％であった。「世界につな
がる」と大きな目標であるため、昨年度の
100％には届かないが、それに近づけるよう、
日々、尽力している。
○明るく楽しい雰囲気については全て90％以上
の評価から概ね良好であると判断できる。
○業務改善については、昨年度の65%から89%へ
と伸びてきている。日課の変更や通知表の回数
の見直しなど、今年度に大きな改革を行った成
果である。

〔目指す子ども像〕「進んで学び、互いに高めあう子ども」（知）【真剣いっぱい】
　　　　　　　　　 　「誰に対しても優しく、正しい子ども」（徳）【感動いっぱい】
　　　　　　　　　 　「困難に立ち向かい、努力する子ども」（体）【笑顔いっぱい】
〔目指す学校像〕　「郷土愛と笑顔にあふれ、夢を実現する力を育む学校」
〔目指す教職員像〕「未来を切り拓く力を育む教職員」「一人ひとりを大切にする教職員」「家庭や地域と協働する教職員」

心
の
教
育

○家庭学習の状況については、保
護者・児童の皆様の意識は安定し
ているものの、教職員の視点から
はさらなる充実の必要性を感じて
おります。子供たちが「自ら学ぶ
楽しさ」を実感できるよう、学校
と家庭が手を取り合い、学習環境
を整えていくことが不可欠です。
主体的な学びを促す新たなアプ
ローチを検討し、一歩進んだ家庭
学習のあり方を目指してまいりま
す。

確
か
な
学
力

○ルール・マナー・挨拶については、教
職員の肯定的評価が58％に留まってお
り、依然として課題が残ります。しかし
ながら、昨年度比では改善傾向にあり、
着実な進展も見られます。児童や保護者
との意識の隔たりを埋めるべく、共通の
目標を掲げ、一貫性のある指導に尽力し
てまいります。

○あいさつへの肯定的な評価は、保護
者・児童の間で上昇傾向にあります。昨
年度の「あいさつ運動」等の成果によ
り、地域社会に気持ちの良いあいさつが
広がるなど、確かな好転が見られまし
た。一方、教職員の肯定割合が相対的に
低い数値に留まっているのは、より質の
高い習慣化を目指す指導意識の表れと捉
えています。校内でのあいさつの重要性
を再認識し、啓発活動を通じてさらなる
「あいさつの輪」を広げてまいります。

学 習 指 導
・ 教 育 課 程

（肯定的割合・％）

キ ャ リ ア 教 育

生活・生徒指導
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令和７年度　学校評価報告書

「大浦を愛し　人とつながり　世界につながる」
　　～確かな学力、豊かな心力、たくましい体力をもつ大浦っ子～

分析及び改善策

アンケート結果

項　　　目
領
域

長崎市立大浦小学校

確かな学力（真剣）○主体的・対話的で深い学びの表現　〇個別最適な学びと協働的な学び　〇授業改善の推進
　　　　　　　　　〇「対話」を取り入れた学びの工夫　〇各種学力調査を検証軸とした学力向上の取組
豊かな心力（感動）○特別の教科「道徳」の授業実践の充実　○特別支援教育の理解と充実
　　　　　　　　　○地域とともにある学校づくり（地域愛）　〇大浦小「あたりまえ10か条」
　　　　　　　　　〇あったか言葉の醸成　〇かかとならべの徹底　〇仲良し触れ合いあいさつの定着
　　　　　　　　　〇「無言掃除」「はさみあるき」の徹底　〇青少年赤十字活動
たくましい体力（笑顔）〇体育の授業改善による体力向上　○運動の習慣化　〇健康づくり　〇食育

質　問　内　容



保 健 ・ 衛 生 衛生管理に努め、健康に関する教育を行っている 97% 94% 100%

早寝・早起き・朝ごはん（基本的生活習慣）が身に付いている 80% 80% 74%

体力向上に努めている 88% 83% 74%

食 育 食に関する教育活動を行っている 93% 92% 100%

安 全 管 理 児童生徒の安全に気を配っている 97% 92% 100%

情 報 提 供 学校の状況は通信やＨＰ等で知ることができる 98% 100%

Ｐ Ｔ Ａ ・ 地 域
と の 連 携

学校はPTAや地域との連携がとれている 93% 97%

職 員 資 質 向 上 研修が充実し、資質が向上している 100%

環 境 整 備 教育環境が充実し、整備されている 95% 93% 100%

職 場 環 境 学校は働きやすい職場づくりに積極的に取り組んでいる 95%

５　自己評価のまとめ（成果・課題・対策等）

６　学校関係者評価

７　対策等の見直し（学校関係者評価を受けて）

児童の生活習慣と礼儀作法の定着
2学期末に全教職員で確認した「生活マナー」や「あいさつ」の指導方針を、自信を持って継続していく。特にあいさつについては学校内にとど
めず、家庭や地域とも連携を深め、社会全体で子どもたちを育む機運を醸成していく。また、通知表に寄せられた意見を真摯に受け止め、学校
での児童の努力や成長の様子を、これまで以上に積極的かつ具体的に保護者・地域へ発信し、共有を図る。
家庭における読書習慣の推進
読書活動をより活性化させるため、家庭での読書環境づくりを働きかける。単に子どもに読ませるだけでなく、大人も共に本を開く「親子の読
書時間」を持てるよう、その意義や心のゆとりの大切さを啓発していく。
組織的な指導体制と信頼関係の構築
教職員によるワークショップ等の対話を通じ、指導の方向性を一致させることで、一貫性のある教育効果を引き出していく。今後も学校・家
庭・地域の三者が互いに顔の見えるコミュニケーションを大切にし、より強固な信頼関係を築き上げていく。

1. 学習環境と児童の課題
授業観察: 児童の成長に合わせた机の高さ調整が必要。
基礎学力: 「読み書き能力」の不足が諸問題の根源であり、読解力の向上が急務。
挨拶・マナー: 挨拶と廊下歩行はこれからも継続しての課題であり、具体的な評価基準の検討が必要。
2. アンケート結果と評価の改善
表記の見直し: 95%以上の項目を青字にする等の色分けは、印象を左右するため来年度から廃止する。
家庭学習: 数値のみを追わず、家での手伝いなども含めた「確かな学力」の育成を重視する。
満足度の向上: 肯定率85%を目標とし、具体的な改善策を講じる必要がある。
3. 家庭・地域の役割と支援
環境格差: 家庭の経済状況や読書習慣が学力に影響しており、支援が必要な家庭ほど学校行事への参加率が低いとい
う課題がある。
地域の役割: 子どもを褒め合う環境づくりに加え、子ども食堂や放課後塾など、地域による学習環境の整備を検討す
べき。
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○「早寝・早起き・朝ごはん」等の基本
的生活習慣および「体力向上」への取り
組みについて、保護者・児童の肯定評価
は横ばいで推移していますが、教職員の
評価は昨年度を下回る結果となりまし
た。これは、一部で見られる遅刻者数の
推移などが、教職員の危機感として反映
されたものと分析しています。生活リズ
ムの乱れは学習や体力の土台に関わるた
め、今後は家庭との連携をより一層密に
し、組織的な改善を図ってまいります。

○地域行事やPTA活動がコロナ前の
本来の姿を取り戻しつつある中、
単なる「前年踏襲」に留まらな
い、より価値ある活動への転換が
求められています。今後はこの良
好な関係性を基盤とし、学校と地
域がさらに深く連携・協働するこ
とで、子供たちの育ちを支える活
動の最適化を図ってまいります。

○働きやすさの実感は、教職員の活力や子供た
ちと向き合う時間の創出に直結するものです。
この好循環を止めることなく、さらに風通しの
良い、創造的な職場環境を目指して改革を推し
進めていきます。

教育活動と外部評価
〇「人とのつながり」を重視した教育は、教職員・保護者ともに95％の肯定評価を得ており、世界を見据えた目標に向け大きく進展。
〇外部評価で9割以上の高評価を得たことは、温かく充実した教育環境の証であり、今後も全方位での満足度100％を目指す。
規律・マナー・あいさつ
〇あいさつ運動の成果で保護者・児童の意識は向上しているが、教職員の肯定評価は58％に留まり、指導の質の追求という面で課題が残る。
〇教職員と家庭の意識の差を埋め、一貫性のある指導でさらなる習慣化を図る。
学習習慣と主体的な学び
〇家庭学習に対する保護者・児童の意識は安定しているが、教職員はさらなる充実が必要と判断。
〇「自ら学ぶ楽しさ」を実感できるよう、学校と家庭が連携して主体的な学びを促す新アプローチを検討する。
基本的生活習慣と体力向上
〇遅刻者の発生など生活リズムの乱れに対し、教職員の危機感が強まっており、評価は昨年度を下回る。
〇学習や体力の基盤となる「早寝・早起き・朝ごはん」の徹底に向け、家庭との連携を組織的に強化する。
地域・PTA連携と職場環境
〇地域行事の正常化に伴い、前年踏襲ではない「活動の最適化」と、より深い協働体制への転換を推進。
〇教職員の「働きやすさ」を追求し、風通しの良い職場環境を整えることで、子供と向き合う時間の創出と教育の質の向上につなげる。
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体 力 向 上


